
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成21年４月24日

【四半期会計期間】 第80期第３四半期(自　平成20年12月21日　至　平成21年３月20日)

【会社名】 株式会社和井田製作所

【英訳名】 ＷＡＩＤＡ　ＭＦＧ．ＣＯ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　和井田　光生

【本店の所在の場所】 岐阜県高山市片野町2121番地

【電話番号】 0577(32)0390(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　名和　芳治

【最寄りの連絡場所】 岐阜県高山市片野町2121番地

【電話番号】 0577(32)0390(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役総務部長　名和　芳治

【縦覧に供する場所】 株式会社和井田製作所　東京支店

　 　(東京都港区西新橋二丁目11番９号)

　 株式会社ジャスダック証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号)

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

 1/26



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第80期

第３四半期連結
累計期間

第80期
第３四半期連結
会計期間

第79期

会計期間
自　平成20年６月21日
至　平成21年３月20日

自　平成20年12月21日
至　平成21年３月20日

自　平成19年６月21日
至　平成20年６月20日

売上高 (千円) 2,833,757 335,592 6,729,822

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) △157,613 △250,589 911,218

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △317,667 △142,342 495,799

純資産額 (千円) ― 4,747,901 5,319,299

総資産額 (千円) ― 7,769,237 9,256,836

１株当たり純資産額 (円) ― 696.09 779.86

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △46.57 △20.87 71.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 61.1 57.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,259,683 ― 338,323

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △164,746 ― △590,121

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △723,103 ― △35,929

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 951,409 609,774

従業員数 (名) ― 153 151

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年３月20日現在

従業員数(名)
153
〔15〕

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔 〕外書表示は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)で

あります。

３　臨時従業員には、パートタイマー、臨時契約の従業員及び派遣社員を含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年３月20日現在

従業員数(名)
136
〔12〕

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔 〕外書表示は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であり

ます。

３　臨時従業員には、パートタイマー、臨時契約の従業員及び派遣社員を含んでおります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 生産高(千円)

金型関連研削盤 121,523

切削工具関連研削盤 73,126

その他の機械 841

アフターサービス 122,392

合計 317,884

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 受注高(千円) 受注残高(千円)

金型関連研削盤 45,347 152,200

切削工具関連研削盤 △1,647 143,180

その他の機械 △1,000 4,000

アフターサービス 122,392 ―

合計 165,092 299,380

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 販売高(千円)

金型関連研削盤 132,247

切削工具関連研削盤 80,952

その他の機械 ―

アフターサービス 122,392

合計 335,592

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　総販売実績の10％以上を占める販売顧客に該当するものはありません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第３四半期連結会計期間における財政状態及び経営成績の分析は次のとおりであります。なお、文中の

将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断した

ものであります。

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、世界的金融危機と実体経済悪化の悪循環がさらに強

まり、輸出及び生産の大幅な減少、企業収益の大幅な減少並びに雇用情勢の急速な悪化を引き起こし、一

層の下振れ懸念が強まる深刻な状況となりました。

　工作機械業界におきましても、当第３四半期連結会計期間における国内外の景気はより一層の厳しさを

増しました。業界全体の月次受注額は、平成21年1月では190億円となり、昭和63年1月以降では初めてとな

る月次受注総額200億円割れを記録しました。また、翌平成21年2月では、月次受注額は204億円となり、月

次受注総額200億円を回復し僅かな改善が見られるものの、依然として減速傾向への懸念は解消されない

厳しい状況となりました。

　このような状況の下、当社グループは、お客様第一主義の徹底、世の中にない機械づくり及び継続的進化

という考えを事業展開の主軸に据え、商社主催のプライベートショーに参加する等積極的な営業展開を

継続するとともに、製造原価の低減及び固定的経費の見直しを行うことで業績向上に努めてまいりまし

た。

　しかしながら、当社グループは、厳しい経済情勢及び業界動向の煽りを受け、固定費圧縮等が追いつか

ず、売上高は335百万円、営業損失は249百万円、経常損失は250百万円、四半期純損失は142百万円となりま

した。

　

(2) 財政状態の分析

① 資産

　総資産は、前連結会計年度末に比べ1,487百万円減少し、7,769百万円となりました。これは、主として現

金及び預金が391百万円、土地が224百万円増加し、受取手形及び売掛金が1,532百万円、建物及び構築物が

122百万円、投資有価証券が376百万円減少したことなどによります。

② 負債

　負債は、前連結会計年度末に比べ916百万円減少し、3,021百万円となりました。これは、主として長期未

払金が139百万円増加し、支払手形及び買掛金が174百万円、短期借入金が300百万円、１年内償還予定の社

債が100百万円、未払法人税等が129百万円、役員退職慰労引当金が193百万円減少したことなどによりま

す。

③ 純資産

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ571百万円減少し、4,747百万円となりました。これは、主として

利益剰余金が501百万円減少したことなどによります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、第２四半期連結

会計期間末に比べ341百万円減少し、951百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果得られた資金は、10百万円となりました。

　収入の主な内訳は、固定資産除却損180百万円、売上債権の減少528百万円等であり、支出の主な内訳は、

たな卸資産の増加154百万円、仕入債務の減少171百万円等であります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は、232百万円となりました。

　支出の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出233百万円等であります。
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③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果使用した資金は、122百万円となりました。

　支出の内訳は、長期借入金の返済による支出53百万円、配当金の支払額68百万円等であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は70百万円であります。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、世界的金融危機と実体経済悪化の更なる悪循環及び工作機械業界

全体の急激な減退等により急激に悪化しており、景気先行きの見通しに不透明さを増しております。

　当社グループにおきましても、ユーザーの設備投資意欲減退等から、厳しい受注環境が予想されますが、

「既存分野における戦略機種の開発及び販売」「新分野への進出」「海外市場への積極的展開」などの

販売諸施策とともに、原価及び経費の抜本的な見直し等、利益確保のための企業体質改善を積極的かつ具

体的に実施し、収益目標の達成に向けて注力してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の除却

は以下のとおり完了いたしました。

会社名 事業所名(所在地) 事業部門 設備の内容 帳簿価額(千円) 着手年月 完了年月

提出会社
旧本社及び旧高山工場
(岐阜県高山市)

製造・管理
部門

生産設備等 85,203
平成21年
１月

平成21年
３月

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年３月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年４月24日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,028,000 7,028,000
ジャスダック 
証券取引所

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 7,028,000 7,028,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月21日～
平成21年３月20日

― 7,028,000 ― 843,300 ― 881,244

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成20年12月20日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成20年12月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

207,100
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式
6,820,400

68,204
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

単元未満株式 普通株式
500

― 同上

発行済株式総数 7,028,000― ―

総株主の議決権 ― 68,204 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が42株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成20年12月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社和井田製作所

岐阜県高山市片野町2121 207,100― 207,100 2.95

計 ― 207,100― 207,100 2.95

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

平成21年
　１月 　２月 ３月

最高(円) 705 703 650 609 392 360 350 335 355

最低(円) 681 635 540 350 320 310 298 286 320

(注)　１ 最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 ２ 当該９月間における月別最高・最低株価は、毎月１日より月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役 社外取締役 岩崎　年男 平成20年10月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年12月21

日から平成21年３月20日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年６月21日から平成21年３月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,441,409 1,049,774

受取手形及び売掛金 1,105,850 2,638,766

商品 11,731 6,139

製品 18,926 90,302

原材料 729,662 682,810

仕掛品 1,381,225 1,309,697

貯蔵品 1,786 1,821

繰延税金資産 87,334 72,802

その他 129,759 65,092

貸倒引当金 △677 △966

流動資産合計 4,907,009 5,916,239

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,071,473 1,194,180

機械装置及び運搬具（純額） 381,990 452,722

土地 788,038 563,355

その他（純額） 79,574 110,574

有形固定資産合計 ※１
 2,321,077

※１
 2,320,832

無形固定資産 12,683 14,233

投資その他の資産

投資有価証券 271,540 648,298

繰延税金資産 133,775 233,814

その他 126,921 127,315

貸倒引当金 △3,771 △3,897

投資その他の資産合計 528,466 1,005,530

固定資産合計 2,862,228 3,340,596

資産合計 7,769,237 9,256,836
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 204,893 379,492

短期借入金 1,400,000 1,700,000

1年内償還予定の社債 － 100,000

1年内返済予定の長期借入金 113,660 161,920

未払法人税等 924 130,607

役員賞与引当金 － 22,500

その他 211,066 260,928

流動負債合計 1,930,544 2,755,447

固定負債

社債 600,000 600,000

長期借入金 135,000 225,680

退職給付引当金 216,050 162,862

役員退職慰労引当金 － 193,547

長期未払金 139,740 －

固定負債合計 1,090,790 1,182,089

負債合計 3,021,335 3,937,537

純資産の部

株主資本

資本金 843,300 843,300

資本剰余金 881,244 881,244

利益剰余金 3,356,714 3,858,544

自己株式 △228,639 △228,639

株主資本合計 4,852,619 5,354,449

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △52,651 △13,551

為替換算調整勘定 △52,066 △21,598

評価・換算差額等合計 △104,717 △35,149

純資産合計 4,747,901 5,319,299

負債純資産合計 7,769,237 9,256,836
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月21日
 至 平成21年３月20日)

売上高 2,833,757

売上原価 1,638,113

売上総利益 1,195,643

販売費及び一般管理費 ※１
 1,324,457

営業損失（△） △128,813

営業外収益

受取利息 1,587

受取配当金 10,503

受取賃貸料 4,368

その他 5,734

営業外収益合計 22,194

営業外費用

支払利息 31,126

為替差損 19,135

その他 731

営業外費用合計 50,993

経常損失（△） △157,613

特別利益

収用補償金 467,063

その他 12,414

特別利益合計 479,477

特別損失

固定資産除却損 181,489

投資有価証券評価損 162,778

たな卸資産評価損 119,417

その他 59,401

特別損失合計 523,087

税金等調整前四半期純損失（△） △201,222

法人税、住民税及び事業税 5,137

法人税等調整額 111,307

法人税等合計 116,444

四半期純損失（△） △317,667

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

13/26



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年12月21日
 至 平成21年３月20日)

売上高 335,592

売上原価 209,920

売上総利益 125,671

販売費及び一般管理費 ※１
 375,300

営業損失（△） △249,629

営業外収益

受取利息 452

受取配当金 597

受取賃貸料 1,067

その他 6,561

営業外収益合計 8,679

営業外費用

支払利息 9,395

その他 243

営業外費用合計 9,639

経常損失（△） △250,589

特別利益

収用補償金 467,063

その他 123

特別利益合計 467,186

特別損失

固定資産除却損 180,781

その他 79,096

特別損失合計 259,878

税金等調整前四半期純損失（△） △43,281

法人税、住民税及び事業税 △8,954

法人税等調整額 108,015

法人税等合計 99,061

四半期純損失（△） △142,342

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

14/26



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年６月21日
 至 平成21年３月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △201,222

減価償却費 215,174

退職給付引当金の増減額（△は減少） 53,188

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △193,547

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △414

受取利息及び受取配当金 △12,090

支払利息 31,126

投資有価証券売却損益（△は益） △12,000

投資有価証券評価損益（△は益） 162,778

固定資産売却損益（△は益） 269

固定資産除却損 181,489

収用補償金 △467,063

売上債権の増減額（△は増加） 1,547,953

たな卸資産の増減額（△は増加） △52,561

仕入債務の増減額（△は減少） △247,938

長期未払金の増減額（△は減少） 139,740

その他の資産の増減額（△は増加） △147,637

その他の負債の増減額（△は減少） △30,146

小計 944,598

利息及び配当金の受取額 11,866

利息の支払額 △33,474

法人税等の支払額 △130,370

収用補償金の受取額 467,063

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,259,683

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000

有形固定資産の取得による支出 △276,498

有形固定資産の売却による収入 1,800

無形固定資産の取得による支出 △1,120

投資有価証券の取得による支出 △2,928

投資有価証券の売却による収入 164,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △164,746

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000

短期借入金の返済による支出 △400,000

長期借入金の返済による支出 △138,940

社債の償還による支出 △100,000

配当金の支払額 △184,163

財務活動によるキャッシュ・フロー △723,103

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30,198

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 341,634

現金及び現金同等物の期首残高 609,774

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 951,409
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月21日　至　平成21年３月20日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

会計処理の原則及び手続の変更

１　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会平成18年７月５日企業会計基準第９号)を適用

し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。なお、

この変更により従来の方法によった場合に比べて、税金等調整前四半期純損失が119,417千円増加しておりま

す。

 

２　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号平成18年

５月17日）を適用しております。これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は

軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

(有形固定資産の耐用年数の変更)

　当社の機械装置については、第１四半期連結会計期間より、平成20年度の税制改正による法定耐用年数の変更を

機会に経済的使用可能予測期間を見直した結果、耐用年数の短縮を行っております。これによる営業損失、経常損

失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

 

(役員退職慰労引当金)

　役員退職慰労引当金については、従来、当社は役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づ

き、連結会計年度末要支給額を計上しておりましたが、当社開催の定時株主総会の日をもって、役員報酬制度見直

しの一環として役員退職慰労金制度を廃止したため、役員退職慰労引当金全額を取崩し、139,740千円を「長期未

払金」へ振替えて固定負債に表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月20日)

前連結会計年度末
(平成20年６月20日)

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

3,714,404千円

 

　２ 受取手形割引高　　　　　　　　　 29,000千円

　　(うち輸出手形割引高               29,000千円)

 

※３ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

支払手形 33,060千円

※１ 有形固定資産の減価償却累計額

4,210,941千円

 

　２ 受取手形割引高                   97,600千円

　　(うち輸出手形割引高               97,600千円)

 

※３ 

――――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日 
 至　平成21年３月20日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 293,389千円

給与及び賞与 210,940千円

役員報酬 89,510千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,452千円

退職給付費用 75,443千円

減価償却費 64,440千円

旅費交通費 95,801千円

試験研究費 216,482千円

　

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年12月21日 
 至　平成21年３月20日)

※１ 販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 86,802千円

給与及び賞与 67,959千円

役員報酬 31,416千円

退職給付費用 5,694千円

減価償却費 20,625千円

旅費交通費 21,872千円

試験研究費 70,067千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日 
 至　平成21年３月20日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,441,409千円

預入期間が３か月超の定期預金 △490,000千円

現金及び現金同等物 951,409千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年３月20日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　

至　平成21年３月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,028,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 207,142

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月17日
定時株主総会

普通株式 115,954 17.00平成20年６月20日 平成20年９月18日 利益剰余金

平成21年１月９日
取締役会

普通株式 68,208 10.00平成20年12月20日 平成21年２月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

　当第３四半期連結会計期間におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べて著しい変動がありま

せん。

　

(有価証券関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成21年３月20日)

　時価のあるその他有価証券が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有

価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が見

られます。

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表計

上額(千円)
差額(千円)

株式 521,722 271,540 △250,181

(注) 当第３四半期連結累計期間において、その他有価証券について、162,778千円の減損処理を行っております。

　

(デリバティブ取引関係)

　当第３四半期連結会計期間末におけるデリバティブ取引の契約額等はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月21日　至　平成21年３月20日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月21日　至　平成21年３月20日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月21日　至　平成21年３月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 26,865 46,609 15,835 89,310

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 335,592

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

8.0 13.9 4.7 26.6

(注) １ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

２ 国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

 (1) 国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

 (2) 各区分に属する主な国または地域

  中国 ……………………………… 中国

  アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

  その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成21年３月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 376,560 195,953 74,262 646,777

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 2,833,757

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

13.3 6.9 2.6 22.8

(注) １ 海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

２ 国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

 (1) 国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

 (2) 各区分に属する主な国または地域

  中国 ……………………………… 中国

  アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

  その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月20日)

前連結会計年度末
(平成20年６月20日)

　 　

　 696.09円
　

　 　

　 779.86円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年３月20日)

前連結会計年度末
(平成20年６月20日)

純資産の部の合計額(千円) 4,747,901 5,319,299

普通株式に係る純資産額(千円) 4,747,901 5,319,299

普通株式の発行済株式数(株) 7,028,000 7,028,000

普通株式の自己株式数(株) 207,142 207,142

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(株)

6,820,858 6,820,858

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成21年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年12月21日
至　平成21年３月20日)

１株当たり四半期純損失 46.57円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

１株当たり四半期純損失 20.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―
　

(注)　１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 ２ １株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成21年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年12月21日
至　平成21年３月20日)

四半期連結損益計算書上の
四半期純損失(千円)

317,667 142,342

普通株式に係る四半期純損失(千円) 317,667 142,342

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,820,858 6,820,858

　

(重要な後発事象)

自己株式取得に係る事項の決定

　当社は、平成21年４月17日開催の取締役会において、会社法165条第２項の規定に基づき、自己株式を取

得することを決議いたしました。

１ 自己株式の取得を行う理由

　資本効率の向上を図るとともに機動的な資本政策を遂行するため、自己株式を取得するものでありま

す。

２ 取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 当社普通株式

(2) 取得する株式の総数 100,000 株(上限)

　  （発行済株式総数（自己株式を除く。）に対する割合1.47％）

(3) 株式の取得価額の総額 50,000,000 円(上限)

(4) 自己株式取得の日程 平成21 年４月21 日～平成21 年６月11 日
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２【その他】

　第80期(平成20年６月21日から平成21年６月20日まで)中間配当については、平成21年１月９日開催の取

締役会において、平成20年12月20日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 68,208千円

② １株当たりの金額 10円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成21年２月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月24日

株式会社和井田製作所

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　板橋　正志　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小倉　　明　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社和井田製作所の平成20年６月21日から平成21年６月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年12月21日から平成21年３月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年６月21日から平成21

年３月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成

21年３月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

1.　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」及び「連結財務諸表作成における在外子

会社会計処理に関する当面の取扱い」を適用している。

2.　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年４月17日開催の取締役会により自己株式取得

に係る事項を決議した。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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